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■ 出会わないことが、最善の安全対策1!人 が いることを クマに知 らせてやろ う ノ

さまざまな野外活動において ヒグマにかかわる危険を回

避するたあに最 も重要なことは、「出会わないこと」、 「引

き寄せてしまわないこと」である。一旦遭遇してしまえば、

その時々のさまざまな状況や突発的な不可抗力によって、

予想外のことがおこりうる。絶対確実な対処法はないといっ

て良い。

知床国立公園は世界的にみても最も高密度にクマが生息

する地域の一つであるが、そのような環境にあってさえ、

注意深くクマを回避する対応をとれば、出会 う可能性をほ

とんどゼロに近いものとすることが可能である。またヒグ

マを不用意に引き寄せないような配慮を怠 らないことで、

遭遇の可能をさらに小さなものとすることができる。

本マニュアルは、1978年 か ら1987年 まで筆者とフィール

ドワークをともにしてくれた北海道大学 ヒグマ研究グルー

プの多数のメンバーと共有 した様々なヒグマとの出会いの

経験がベースとなっている。さらに年間400～600件 ものヒ

グマの出没に対応 して、知床国立公園の公園利用者の安全

確保 と自然状態のクマの生存を両立させるために、日夜努

力を続ける斜里町知床自然センター管理事務所のスッタフ

たちの経験にも裏打ちされて作成された。数多 くのクマと

のや りとりに関する貴重な記録を残 してくれた多 くのスタッ

フに感謝の意を表 したい。

尚、本マニュアルは、まだここに整理されていない状況

に関する記述や、今後得られる新たな知見について、更に

改良を加えて行 く途上にあるものであり、順次改訂 される

予定である。

(1)

1)物 音 たてろ!、 声 を出せ!

*ヒ グマの聴覚は、人間よりもはるかにす ぐれている。

距離的に余裕のあるうちに人の接近に気付けば、クマは

人を避けて離れて行 く。多 くの場合、クマがいたことに

人間側は気付きもしないことがほとんどである。ヒグマ

は基本的に極めて遠慮がちな大型哺乳類なのだ。普通に

ただ歩いていても、 ヒグマは敏感に感じ取 って逃げてい

くことが多い。'

*従 って、人間側が積極的に音をたてて知 らせる努力を

してやれば、遭遇の可能性は極めて低いものとなる。そ

の手法は人によってやりやすい方法であれば何でも良 く、

要は自然界にあまりない異質な物音をたてればよい。例

えば、鈴をぶら下げることは最 も一般的に行われている。

よく見 られるザックにシェラカップをぶ ら下げてカラカ

ラいわせている人は、 もうそれで十分である。空き缶に

小石を入れ、紐をっけてぶ ら下げて振れば、最も安上が

りかもしれない。

*声 を出して歩 くのも有効である。複数の人で行動 して

いる時は、お互いに世間話でもしなが ら歩けば、 ヒグマ

にとって十分に人の接近の予告になる。ただ し、単独で

はなかなか話もしづ らいし、一人で山の中をブッブッ独

り言を言いながら歩いていたら、突然他人に会った場合、

変人かと警戒される恐れがあろう。

*ヒ グマの生息地の山の中では単独行動を避け、複数で

歩 くことの方が安全である。人数がいれば、足音や声な

どどうしても物音が出るし、万が一クマと出会 っても、

複数でまとまって行動しているグループは襲われづらい

ことが、北米での研究で証明されている。
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要点の整理!

1)自 分 の存在 をクマに知 らせてやる。物音 を立 てなが ら行動す ること。

*ヒ グマが人の接近に気付 くと、ほとんどの場合、クマの方で避けて行 く。気付かぬまま至近距離で出会 うと、

驚いて自己防衛のための攻撃行動に走る危険性がある。クマは人間よりもはるかにす ぐれた聴覚や嗅覚を持って

いる。距離的に余裕のあるうちに、積極的に人の接近を知 らせてやる努力を怠 らなければ、人が気付 く前にクマ

は出会いを避けてくれるものだ。

2)ヒ グマの餌場 に近 づ くな!季 節 によって変わ るクマの生 き様を学んでお こう。

*季 節によってヒグマが餌場 としてよく利用 している場所がある。例えば、春の沢筋や海岸の雪解 けが早い草

付きの斜面、夏のオオブキが生い茂 った沢沿いやアリの巣が集中しているような場所、秋のクマの好物の木の実

がたくさん実る場所やサケ ・マスが産卵 している川、等々。 このような場所ではクマに出会う可能性が高くなる。

ヒグマの1年 の生活の有様を学んでおけば、無用な出会いを避けることができる。

3)足 跡や糞な ど、 ヒグマの痕 跡に注意1周 囲 に気配 りを怠 りな く。

*新 しい足跡や糞、餌を食べた跡などの痕跡があれば、近くにヒグマがいる可能性がある。そのような場所か

らは、早めに立ち去ることが得策といえる。 ここでもヒグマの痕跡 とはどんなものか、あらかじめ学んでおく必

要があることは言うまでもない。

4)ヒ グマを誘引 しな い!、 危険な クマを作 らな い!

*不 必要にヒグマを引き寄せて しまう可能性がある行為は避けるべきだ。例えば、 ヒグマの生息地の中で焼肉

などやれば、広範囲に強力にクマを誘引することになって しまう。 また、クマに対する訓練を受けていない犬を

放 したまま連れて歩 くと、匂いに敏感な犬はクマに気付いて不必要に吠えかかることがあり、せっかく人を避け

ようとしていたクマを怒 らせて しまう可能性がある。詳細は後述。

*何 気ないゴミ捨て。それが危険なクマをわざわざ創り出すことになる。人の食物に味を しめたクマは、人を

回避 しなくなり、むしろ、 しつこく人や人家の近 くに寄って くるようになって、人との危険な遭遇の可能性を高

あてしまう。 もちろん、クマへの餌や りなどもってのほか!!

ち ょっとレベルア ップ

登山道などで鈴をっけている人は多い。 しかし、 これはかなりうるさい。クマに関 しては安全かもしれないが、気

持ちの良い登山道や遊歩道でラジオの音がこだまして くるのは興ざめが甚だしい。あまり大音響の鈴は考え物である。

知床自然センター管理事務所のクマ対策スタッフは鈴を携帯 しない。なぜならば、まず、うるさい。そして、自分

の意志に無関係に常時鳴り続けるので、クマが近 くにいてもその気配や動きを感 じることができないからである。我々

は、見通 しが悪いところや曲がり角に来た時、あるいは、真新 しい痕跡があったり匂いが して近 くにいそうな時に、

手を叩いたり 「ホイッ、ホイッ」 と声を出したりしており、それで十分である。ただ、これも「ホイッ、ホイッ」言っ

ている時に急に人に出会 うと、なかなかばっが悪いものではある。

ただし、これは必要かっ適切な時に声を出す判断ができない人にはお勧めできない。そのような場合は、常時鳴る

鈴の方が良いであろう。また、山菜取 りなどクマ以外のことに意識が集中しがちな時には、鈴の方が得策か もしれな

い。
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2)川 沿 いは要注意!

*水 音が騒々しい川沿いでは、物音が聞 こえづ らい。 こ

のような場所では、特に注意を要する。

*さ らに、川は蛇行 していて見通 しの悪い曲が り角が多

く、夏にはクマの好物のオオブキが密生 している場合も

多い。水音が騒々しく見通 しの悪いところでは、大声を

張 り上げたり、大きな金属音のするものを叩いてか ら、

通過 した方が良い。腰に下げた鈴程度では役に立たない。

*釣 り人は特に注意!!。 釣り人は往々にして釣りに熱

中 して、川面ばかりを見て歩いたり、周囲への警戒を怠

りがちである。特別に注意を要する。

3)風 を見よ!

背 中に追 い風、安全サ イ ン

*ヒ グマの嗅覚は聴覚よりもさらに鋭いと言われている。

ヒグマが最も頼りにしているセンサーは 「鼻」 と言 って

も過言ではなかろう。出会 った相手が何者かわからない

場合に、 ヒグマがしばしば見せる行動 として、後ろ足で

立ち上がって、周囲を見回しながらを鼻をヒクヒクさせ

る場合がある。 これはまさに匂いで相手をかぎ取ろうと

しているものである。立ち上がる行動は、そのまま即、

攻撃行動ではないので冷静に!

*匂 いは、クマに人間の接近を予告するたあに重要な要

素となる。自分の進行方向か ら風が吹いていたら、もし

前方にクマがいて もそのクマは人の接近を感 じることが

できない。向かい風に向かって進む時には、匂いはあて

にできないため、特に注意 して積極的に物音をたてて知

らせてやらなければならない。逆に、背中側に風を受け

て進んでいる時には、クマに気付いてもらいやすい。か

といって、物音をたてる注意がおろそかになってはなら

ない。

4)強 風は要警戒1

*強 い風が吹いている時は、木々のざわめきで音を感 じ

ることができなくなる。さらに、あまりにも強い風や頻

繁に風向きが変わる嵐のような時、風の変わりやすい地

形にいる時、クマは匂いで人を感 じることができなくな

る。

*そ んな時には、クマの嗅覚をあてにすることはできな

い。特に大きな声や音をたてて警戒 しなが ら歩かなけれ

ばならない。むろんそんな強い風の時には、木の枝が折

れて飛んで くる危険などもあるので、出歩かないことの

方が得策と言える。

5)眼 力 は人間の方が一枚上手!

*耳 も鼻もきかない状態の時、例えば、風が逆風で騒々

しい波音が聞こえているような時、 クマは至近距離に来

るまで人の接近に気付 くことができない。わずか30～40

mも 離れるとなかなか気付いてくれない場合 もある(人

が動いていれば別だが …)。 クマの視力はあてにで

きないと考えておいた方が良い。そんな時には、クマよ

りもはるか遠方から、人間の方が目で見て気付 くことが

できる。 クマの側に気付いてもらうばかりでなく、人間

の方も動物界では数少ない立体視可能なすぐれた視力を

もって、常に周囲に注意を払 う必要がある。

*野 外では、風や音の状態がしばしばクマの嗅覚や聴覚

にとって不利な状況があり得る。また、その状況は刻々

と変化する。 クマの嗅覚 ・聴覚に頼 ってばかりはいられ

ないのだ。従 って、人間側にとって視界の悪い状態の時

に歩 き回ることは、遭遇の機会を増 してしまう。

*登 山でしばしば見 られる夜明け前の出発や夜間の無理

な行動は、遭難対策上ばか りでなくやめた方が良い。も

ちろん霧で視界がきかないような時の行動も慎むべきで

ある。クマは比較的人通 りの多い登山道や遊歩道を日中

は避けていて も、人が少ない夜間 ・早朝 ・薄暮時には近

くに来ていることがある。

6)自 転車 は速す ぎる!

*マ ウンテンバイクばやりの昨今、山道や中には登山道

や遊歩道まで自転車で走る人がいる。自転車は比較的静

かに、しかも、クマが通常予想するスピー ドよりもはる

かに早く移動している。見通 しの悪い曲がり角などで、

クマが前もって気付 くことができずに出くわしたり、あ

るいは、何者かの接近に気付いていても、逃げようかど

うしようかと迷 っているうちに、 クマにとって予想外に

速 く至近距離まで来てしまったり、 ということがあり得

る。

*知 床国立公園では、 しばしば舗装道路でさえ呑気なヒ

グマがのこのこ歩いている。自転車の人もヒグマとの遭

遇に注意 しなが ら走 らなければならない。北米の国立公

園では、サイクリス ト専用のクマに関する安全対策用の

パ ンフレットが配布されているほどである。

*万 一、 ヒグマに出会ったらす ぐに自転車を止あ、クマ

を興奮させたり追跡行動を誘発 しないように、ゆっくり

自転車を押 して歩きながら後退 しなければならない。特

にキャンプ用の食物などが積んである自転車を放置して

逃げてはならない。 ヒグマに人為的な食物の味を覚えさ

せては危険である。ましてや、人に出会 う → 人は驚い

て逃げる → 残 された自転車には食べ物がある、 という

連想を学習をさせてはならないのである。

7)健 康志 向派人 間よ

山の中で まで ジ ョギ ングするな!

*知 床国立公園内でも早朝や夕方に、ジョギングをして

いる人を最近見かけるようになった。 しか し、その時、

道の先の曲が り角で足音に気付いた母グマが、仔グマを

逃がそうかどうしようかと思案 しているかもしれない。

あなたの足が予想以上に速 く、その角に着 くまでに母グ

マは決断できいないかもしれないと、ちょっと想像して

みるとよい。運悪 くそうであったら、あなたは最悪の悪

夢を見ることになる(仔 に危険が迫 ったと判断した母グ

マが、時に如何に危険な存在になるかは後述)。
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ジ ョギ ン グ中 の 事 故 の 例 ・ … 参 考 ま で に

1995年7月 、アラスカ州アンカレッジ郊外の トレッキングコースでジョギングしていた人がいた。運の悪いことに

そのコースの脇でたまたまヘラジカを倒して食べていたアラスカヒグマがいた。そこに走 って行 ったその人は・ ヒグ

マに襲われて死亡 した。

この事件の原因は、まず、大型の餌を確保 して、それを守ろうとしているヒグマが如何に攻撃的な存在 となるかと

いうことを示 している(こ の件の詳細は後述)。 次に、予想外に速いスピードで近づいてきた人間に対 して、 ヒグマ

側 も驚いて過剰反応をしたことも絡んでいると分析されている。

注意 ノヒグマが いるのはこん なと ころ1

1)春 の 餌場 とその回避

*春 の山菜取りに適 した場所は、ヒグマの餌場

春の雪解けが早 く草本の生長が早い沢筋や海岸の草付

きの斜面は絶好の山菜取 りポイントである。そんな場所

は春のヒグマの重要な餌場で もあることをお忘れなく!

良 い場所を見っけたら、焦る心をおさえて、まずは右

見て左見て声をかけて、クマがいないことを確かめてか

ら取 り始めよう。

残雪の上や雪解け後のぬかるんだ場所には、 ヒグマの

足跡が残りやすい。下図のような足跡があったら、そこ

はヒグマも餌場にしているところなので、早々に立ち去っ

た方が良い。

特徴としては指が5本 あり、後足は扁平で縦長。裸足

の人間の足跡にどことな く似ている。前足の掌は横長で、

保存状態が良ければ後ろに 「指根球」という丸い肉球の

跡が残る。前足の幅14cm以 上 はオスの成獣で、それ未満

はメスか若いオスであることがわかっている。

*

左前足 右前足

左後足 右後足

餌場になる。

の一つo

出会 う。同 じような環境にはえるザゼンソウも好物なの

で要注意。

*エ ゾシカの越冬場所は危険がいっぱい

冬から春の残雪期には、エゾシカは冬越 ししやすい場

所に集まっている。そんな場所には、冬の寒さや雪で死
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美 しいミズバショウの群落は要注意!

ヒグマは大好き。

春から初夏にかけて ミズバショウの多い湿地はクマの

ミズバショウの葉や地下茎は大好きな食物

きれいなミズバショウに見とれているとクマに

んだエゾシカの死体があったり、弱ってふらふらになっ

たシカがいることが多い。エゾシカが急増した道東では、

それをね らって冬眠明けの ヒグマたちが、シカの越冬場

所を積極的に利用 している。

シカの死体のような大きな餌は、一度に食べきれない

たあ、 ヒグマは何日もそこに留まって食べ続ける。近づ

く者があれば、攻撃的になって自分の餌を守ろうとする。

知 らずに近づきでもしたら、たいへんなことになる(シ

カの死体に関する危険性は後述)。

春先、エゾシカがたくさん見られるような場所に入る

ときは、十分に警戒しなければならない。

*海 獣の死体に気を付けて!

春、流氷が去った後、道東や道北の海岸には、アザラ

シや トドなどの死体が打ち上げられていることがある。

海獣類が腐敗すると独特のひどい匂いを放っ。 ヒグマた

ちとってこれはたまらななくいい匂いであり、何キロも

先から引きっけられてやってくる。近 くに人家などがあ

れば、速やかに撤去 しなければ、 もし人が近づいた場合、

シカの死体 と同じ危険性がある。

付近に人家や交通量の多い道路があり、山林からある

程度離れていて、日頃はヒグマが出てくることなど考え

られないような場所でも、海獣の死体があればヒグマは

やって くる。この匂いには、人間に対する警戒心を忘れ

させて しまうほどの、極めて強力な誘引力がある。

死体がそこに見えなくても、海獣の腐敗臭が漂い、何

かを引きず って行ったような跡が浜辺にあれば、す ぐ背

後の藪の中でヒグマが饗宴のまっ最中かもしれない。ク

ジラのような大 きな海獣の場合は引きずっていけないの

で、近 くに隠れて夜間など人目に付 きず らい時に出てき

て食べ続ける。大型の動物が肉を食べた跡がクジラにっ

いていれば、今そこにクマがいなくても、すぐ近 くに潜

んでいる可能性が大であり、警戒 しなければならない。

*春 から初夏はヒグマの繁殖期

5～6月 はヒグマが繁殖するシーズンである。オスグ

マは目の色を変えてメスグマを追い回 していることがあ

り、周囲に対 して不注意になっていることが良 くある。

メスもオスに追い回されて逃げることに精一杯で注意散

漫になっていることがある。突然の遭遇が起 こりやす く

なるので、より積極的に人の存在を知 らせてやる努力を

する必要がある。あなたの目前を、後ろばかり振 り向き

ながらメスグマが走 り抜け、そのす ぐ後を巨大なオスグ

マが足音も重々しく走 ってくることが起 こりうる。「メ

スグマの後にオスグマあり!」

(4)



春、冬眠 明けの ヒグマは空腹?、 危険??

4ケ 月以上にもおよぶ冬眠からさめて出てきたヒグマはさぞ空腹であろう。腹をすかせた春先の ヒグマは一段と危

険なのではないか?と しば しば問われる。 しかし、調査や対策活動で、早春からヒグマと至近距離でやり合うことの

多い我々の経験からしても、特にそのような素振 りを見せるヒグマを見たことはない。 また、過去の各地の記録から

も、冬眠明けに腹をすかせたヒグマが事故を起 こしたと断定できるようなものは存在 しない。

春のヒグマが、他の季節に比べて危険ということはないと言える。

2)夏 の餌場 とその回避

*オ オブキが密生 した川にはクマがいる

道内の河川では、川沿いにオオブキと呼ばれる大型の

フキが密生しているところが多い。オオブキは夏のヒグ

マが最も好む食物の一っであり、そのような場所はヒグ

マが餌場にしている可能性が高い。

ヒグマはオオブキの葉柄(茎)の 部分を食べるが、完

全にかみ切 らずに葉 と根元の間に何本かの繊維を残 して

食べることが多いので特徴的な食べ跡になる。オオブキ

が食い散 らかされた跡があったら、葉の部分をっまみ上

げてみよう。茎の部分が食べ られて一部なくなり、葉の

側に残った茎と根元側の茎が繊維でつながっていたら、

まちがいなくヒグマが食べた跡である。

ヒグマは沢筋に沿ってオオブキの密生地を渡り歩きな

が ら、多いときには1ヵ 所で数百本ものオオブキを食べ

る。食べられたオオブキの茎の切り口や葉が、まだみず

みず しいようなら、近くにいる可能性がある。早々に立

ち去った方が良い。

ヒグマがオオブキを食べた跡の典型的な状態

*セ リ科草本が多い草原も要注意

セ リ科の草本はオオブキとともにヒグマが夏に最も好

む食物であり、これがたくさんはえている草原を餌場と

している場合がある。 ヒグマはこれらの茎や葉を食べ、

地下茎の部分 も掘 りかえして食べる。セ リ科の草本は、

・ 茎のてっぺんに小さな白い花が密集 して咲いているのが

特徴。 これらが多 く生えているのは、樹林帯をこえた高

山の斜面やカール状の地形、沢筋の雪崩付き斜面の草原、

海岸段丘上やその斜面などである。

このような場所ではあちこちに大 きく地面を掘 りかえ

した跡がみられる場合 もあり、時には広範囲にまるで畑

を耕 したようになっていることもある。

セリ科草本を食べた糞は黒っぼく、新 しければ表面に

(5)

照か りがある。草を食べたり地面を掘った跡があり、 し

か も、太 くて黒い糞が落ちているようなら、 ヒグマの餌

場にまちがいない。

*ア リがうようよ、要注意。

盛夏の頃となれば、アリの巣は最も大きく発達する。

そのころヒグマは夏の貴重なタンパク源としてさかんに

にアリを食べる。枯れ葉などを小さな丘状に積み上げた

アリ塚が崩されていたり、石や朽ち木がひっくり返され

て、その下のアリの巣がむき出しになっていることがあ

る。大きな石や太い朽ち木をひっくり返すような動物は

クマか人間だけであるが、山の中でそんな物好 きなこと

をする人はいない。

巣を荒 らされたア リたちは、大慌てで地表に出た卵や

幼虫を地下に運び込み、30分 ほどで巣を修復 してしまう

ので、 もし、荒 らされた巣の表面に無数の働きアリが大

騒ぎしていて、卵や幼虫 も散乱 しているようなら、それ

は極あて新 しい。近 くにまだ ヒグマがいる!

*排 根線は気を付けよう!

ヒグマの夏の餌の3種 の神器、オオブキ ・セリ科草本 ・

アリの巣がいずれも豊富にあるのが、畑を造成する際に

出てきた抜根を土手状に積み上げた 「排根線」である。

しかも、丈の高い草や潅木に覆われて身を隠 しやすいの

で、ヒグマたちはしばしば餌場としている。

農地や開拓跡地で、排根線沿いに歩 くような時は、そ

の藪の中から驚いたヒグマが飛び出してくるかもしれな

いということを想定 しなければならない。

*夏 の木の実も大好物

秋を待たずに夏から熟すエゾヤマザクラやヤマグワは

ヒグマにとって、夏の貴重なごちそう。 ヒグマが頻繁に

通 ってきているかもしれない。

離農跡地の廃屋の跡などにしばしばあるスモモの木も

夏から実が熟す。豊作の年には、地面に落ちて発酵 した

実の甘酸っぱい匂いが、付近一帯にたちこめていること

もある。そんな時、果実酒にでも漬けようかと思い立っ

たら、まずは近づ く前に大声でも上げて、クマさんにお

知 らせ しないと、木の下ではち合わせすることになる。

*ワ ラビ取りは子ジカに注意

6～7月 はエゾシカの出産シーズンである。子ジカは

生後1週 間位まで外敵が近づいてもまったく動かずにじっ

と草の中に隠れて、敵をやり過ごそうとする。人間でも

手づかみにして捕まえることができるほどだ。

この時期、エゾシカが出産している場所では、このた

やす く捕まえられるごちそうにあずかろうとするヒグマ

が、鵜の目鷹の目でうろうろしていることがある。
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ちょうど同 じ時期、同 じような環境は、ワラビ取りの

絶好の場所となる。下を向いてワラビばかりに集中して

いると、子ジカ探 しに熱中 して歩き回るヒグマと接近遭

遇するかも?

3)秋 の餌場 とその回避

*上 も向いて歩こう!秋 の山

秋、迫り来る冬を前に、冬眠に必要な脂肪を蓄えるた

め、 ヒグマたちは山の実 りを堪能する。この時期、最も

重要な食べ物が ドングリ(ミ ズナラの実)だ 。 ドングリ

がたわわに実 った森は、まさにヒグマたちの食卓。豊作

の森には、何日間も留まって ドングリを食べ続ける。

また、人間にも人気の高いサルナシ(コ クワ)や ヤマ

ブドウはヒグマも大好物。たくさん実 っている所には、

ヒグマも来ると考えておいた方が良い。

木の実の豊富な森を歩 くときは、地上ばかりに注意を

払 っていてもダメである。 しばしば、 ヒグマは木に登 っ

て木の実を食べるのに熱中していることがある。そんな

時、知 らずに木の下を通 ると、驚いたヒグマがほうほう

の体で木から滑り落ちてくることが実際にある。秋の山

は上方要注意である。

ヒグマが木の実を食べに来ている森には、登ったとき

の爪痕が木の幹に残 っているので、注意すればすぐにわ

かる。また、木の上で枝を折っては実を食べるために、

「クマ棚」または 「円座」と呼ばれる折れた枝が樹上で

寄せ集められたようなものを見ることができる。木々の

葉が緑色のうちには折られた枝の葉だけが茶色 く枯れて

おり、また、晩秋に他の葉が落葉した後には、折られた

枝の枯れ葉だけ落ちずに残っているので、離れた場所か

らも容易に判別できる。

礫脈

足の爪痕

足の爪痕

*キ ノコ取 り、夢中になるのは程々に!

秋 の山の楽 しみはキノコ取 り。中でもマイタケ取 りは

多 くの人々を夢中にさせる。マイタケがはえるような立

派なミズナラがある森は、 ドングリなどの木の実が豊富

な森であり、秋にはヒグマたちが頻繁に利用 しているは

ずである。往々にしてキノコ取 りの時は、地面の方ばか

りに気が向いて、注意散漫になりがちなので要注意!。

*遡 るサケ ・マスは海からの贈 り物

秋のヒグマたちにとって、川に遡 って産卵するサケ ・
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マスは、海からの最高の贈 り物である。多 くの川では人

工ふ化事業のために、人間たちが河口で魚を取 り上げて

しまっているが、知床にはサケ ・マスが自然に産卵 して

いる川がまだ残 っている◎

折り集めら_
れた枝

クマ棚の例

そんな場所はヒグマたちにとってすばらしい餌場とな

る。サケ ・マスが産卵する8月 末から11月 にかけて、産

卵場所には何頭もの ヒグマが入れ替わり立ち替わり現れ

たり、あるいは同時に現れて夢中になって魚を食べる。

サケ ・マスが産卵 している川では、たくさんの足跡や

食べ残 した魚が川岸に残っている。

そのような場所では、十分に警戒 しながら歩 く必要が

ある。特に川沿いは音が聞こえづ らいため、至近距離で

出会 う確率が高い。 ヒグマの痕跡がた くさん残っていれ

ば、たとえ姿は見えなくても、す ぐ近 くの川岸や斜面の

森の中で休んでいることが多い。

*高 山の実 り

秋の高山の紅葉は、ひときわ鮮やかな色合いを見せる。

そんな時期の登山の楽 しみの一っが、コケモモ ・クロウ

スゴ ・クロマメノキ等々の甘い木の実であろう。これ ら

がたわわに実 っているような場所は、同時に、 ヒグマた

ちの饗宴の場でもある。下を向いて甘い実をほおばるこ

とばかりに夢中になっていると、同 じことをしなが ら近

づいてくる毛むくじゃらの同業者に気付 くのが遅れる場

合があり得る。



自ら危険をまねくべからず1

1)仔 グ マの後 に、母 グマあ り!

*仔 グマに決 して近づいてはならない。仔グマにちょっ

かいを出す行為は、母グマを引きつけるどころの話では

すまない。黒い弾丸のごとく、あなたに突進 してくる母

グマを目にすることは避けた方が身のためである。

*仔 グマしか見えなくても、親がいないと思 ったらおお

まちがい。必ず近くにいる。母 グマが子に危険が迫 った

と感 じたら、死にものぐるいで向かって くる。体重100

キ ログラムを超える筋肉質のおばさんと戦いたいと思い

ますか??。

*仔 グマたちは、危険を感 じた らすぐ木に登るように教

育されている。樹上にかわいい仔 グマを見つけても、

「あら1か わいい」と近づ くべか らず。木の下の藪の中

には、全身を緊張させた母グマが潜んでいるのはまちが

いない。

2)ゴ ミ捨 ては、 あなたも、後 からそこ に来 る人

を も危 険に陥れる。

*ほ とんどのヒグマは人や人家などを避けて行動する。

しか し、そんなヒグマも一旦 ゴミなどの人為的な餌に餌

付 くと、急速に行動パターンを変える。人や人家にしっ

こく接近 して、餌を再び手に入れようとする。その執着

は尋常なものではなく、まった く別の個体になったかの

ように思えるほどである。

*人 身事故を起 こすクマの多 くが、ゴミなどに餌付いた

ものである。何気ないゴミの投げ捨てが、危険なヒグマ

をわざわざ創 り出す行為となることを肝に銘 じなければ

ならない。

*例 えば、キャンプをしてその付近に生 ゴミなどを捨て

ると、ヒグマを引き寄せることとなり、自分たち自身を

危険な状態にしてしまう。滞在中にたまたまヒグマが来

なくても、後でやってきたヒグマが餌付 く可能性がある。

その後、同 じ場所でキャンプをする人たちがいれば、ヒ

グマは再びおいしい餌が手に入ると思って寄って くるだ

ろう。何気ないゴミ捨てが、後か らやって くる別の人た

ちを危険に陥れることになりかねない。

*知 床国立公園では、道路沿いを呑気に歩いているヒグ

マがしばしば見 られる。そんなヒグマに車を寄せて、車

窓から餌を投げ与える観光客が最近目に付いてきた。 こ

れはとんでもない行為である。かって、観光客によるク

マへの餌付けが頻繁に行われた北米のイエロース トーン

ストーン国立公園では、餌付けされたクマによる凄惨な

死傷事故を多数経験した。クマへの餌付けは 「殺人幣助

行為」とさえ言えるのだ。

*最 近、環境に優 しい生ゴミ処理方法として普及 してき

たコンポス ト。 これも場合によっては考え物である。 ヒ

グマが生息する山林に近い地域では、 ヒグマが餌付 く可

能性があるので、やめた方が良い。餌付いたクマは 「駆

除」される運命になるかもしれず、あまり自然には優 し

い行為とは言えない。また、自分の身の安全にも優 しい

とは言えない。

3)寝 た子を起 こすな!

や り過 ごそ うとするクマを怒 らせるのは愚 か

な こと。

*山 道や沢筋を歩いている時、急に前方の藪の中で大 き

な動物が動 く気配が して、すぐに静かになることがしば

しばある。それはあなたの接近に気付いたヒグマがあわ

てて藪の中に身を隠 して、あなたをやり過ごそうとして

いるのである。 ヒグマはす ぐ近 くであなたが通り過ぎる

のを息を潜あて待っているのである。こんな時、何事か

と音の方に近づいてはならない。せっか く避けて くれた

ヒグマの厚意を無にして、双方にとって不幸な結果にな

りうる。音が静まった地点があなたが通ろうとしている

道から50m以 上離れていそうだったら、穏やかに声をか

けながら、あるいは、手を叩きながら、さっさと通 り過

ぎる。50m以 内でありそうだったら、引き返 した方が身

のためである。

*こ んな時犬を連れていると、匂いに敏感な犬はクマに

気付いて吠えかかってしまう場合がある。せっかく藪に

潜んで人をやり過ごそうとしてくれているクマを不必要

に怒せて しまいかねない。犬を放 して連れて歩いていた

ら、 ヒグマにかかっていって逆襲され、ひるんだ犬は飼

い主の方に向かって逃げ帰り、その後を追って怒り狂っ

たクマが突進 して来るという事態になりかねない。クマ

に対する訓練を受けていない犬を山林内で連れ歩 くと危

険な場合がある。

4)エ ゾ シカの死体 に不 用意 に近 づ くなかれ!

*ヒ グマが餌付いたエゾシカの死体は一触即発の爆弾と

同じ

春先は、越冬に失敗して死んだシカや弱ったシカをク

マは盛んに食べる時期である。シカなどの一度に食べき

れない大きな餌を手に入れたクマは、その場に何日間も

留まって食べ続ける。そんな時、クマは土や落ち葉を数

メー トル四方にわたって盛 り上げて土饅頭を作り、死体

を隠してその上やす ぐそばに居座 り続ける。人間など近

づくものがあれば、餌を奪われると感 じて、クマは非常

(7)

に攻撃的に餌

を守ろうとす

る。シカの死

体や土饅頭 ら

しきもの、 あ

るいは、直接

見えなくとも

死体の腐敗臭

が感じられた

ら、決して近

づいてはなら

ない。全身の

毛を逆立てて、

怒りを爆発 さ
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せたヒグマの姿は見たくないものである。

*農 地のシカの死体の危険性

農地の縁や隣接 した山林内に、有害鳥獣駆除や狩猟で

死亡したシカの死体があった場合、 ヒグマが餌付いてい

る可能性があるので不用意に近づいてはならない。 シカ

による畑の被害を防ぐために、周囲に漁網などの網を張

る例が見られるが、 これは危険な状況をまねいてしまう

のでやめた方が良い。なぜならば、オスジカが角を絡ま

せて動けなくなる例が頻繁に見 られ、 しばしばそのシカ

をヒグマが餌として利用 しようとするからである。網か

らシカを外 したり、網を補修 しようとして不用意に近づ

くと、餌を守るためにヒグマが攻撃 してくる場合がある。

また、漁網を張った程度では、シカの被害を防ぐこと

はもともと困難であり、気休め程度にしかならない。 ヒ

グマに関わるよけいな危険をまねくだけである。

*道 路の維持管理作業をする人のために

北海道東部のシカの密度が高い地域では、 しばしば交

通事故で死亡 したシカの死体が道路沿いで見 られる。 こ

れらの処理のために近づくときには、 ヒグマが餌付いて

いないかどうか慎重に見極めなければならない。特に、

道路敷地に接 した山林内にシカが死んでいる時は要注意

である。そのような場所は、見通 しが悪 くてヒグマがい

るかどうかを確認 しづらい。また、既に道路上からヒグ

マが林内に引きずり込んでいるのかもしれない。

シカの交通事故防止にための防鹿フェンスを張る場合

には、繊維製素材の網を用いてはならない。その理由は、

上記の 「農家の場合」と同様である。

*狩 猟や駆除のシカの死体も要注意!

シカの密度 もハ ンターの入 り込み も多い道東では、手

負いになって死亡 したシカの死体や狩猟で捕 られた後に

放置されたシカの残骸をしばしば目にすることがある。

これらの死体にヒグマが居着いている場合にはたいへん

危険であるので、不用意に近づいてはならない。また、

山奥で捕 ったシカを解体 して、何度かに分けて担ぎ下ろ

そうとする場合、運搬 している間にヒグマが餌付いてい

る場合があり得る。2回 目以降に獲物のシカに近づ く場

合には、十分注意 しなければならない。北米ではこのよ

うなシカの解体運搬の際に、事故に遭うハンターの例が

しば しば報告されてる。

近年、エゾシカの個体数の増加と駆除や狩猟によるシ

カの死体の増加にともなって、道東地区のヒグマは積極

的にシカを餌として利用するようになってきている。 シ

カの死体にはハンターも十二分に気をっけなければなら

ない。

5)農 家の皆 さんへの注意

*畑 作物被害の発生パターン

秋口のビー ト畑やデントコーン畑、メロン畑、ニンジ

ン畑などには、 ヒグマが餌付いてしまうことがある。

被害の多くは、山林に隣接 した畑で発生 し、平野部の

畑では被害発生は希である。 しかし、防風林や河畔林な

どの樹林帯が、回廊のように山から伸びてきているよう

な所では、平野部であっても被害が発生することがある。

彼らは樹林帯に身を隠 しながら密かに潜入してくる。油

断は禁物である。

被害は多 くの場合、畑の隅のすぐ林に隣接 したところ

か ら始まる。ヒグマは夜間や早朝、夕方などに人がいな

いのを見はからって、こっそり林から出てきて作物を抜

き取り、すぐに身を隠せる林内にもどって、そこでゆっ

くりと食べる。警戒して林縁部から離れようとせず、畑

の中で姿を曝 してのうのうと食べるようなことはほとん

どしない。このような時には林から畑への通路のように

草がなぎ倒されてクマ道ができている。林に入ると食べ

かけの作物が散乱し、草が広 く踏みしだかれている。 ヒ

グマはここに隠れていて、人目を盗んでは畑の隅から作

物を失敬 して くるのだ。この段階では広い畑では、ちょっ

と見渡 した程度ではなかなか被害発生に気付 きづらい。

しか し、このように気弱で慎重な食べ方は、時を経 る

にっれ大きく変わってくるのが通例だ。だんだん大胆に

畑の中央まで食べに出てくるようになり、そのうち畑の

真ん中にのうのうと座り込んで食べ始める。それがはじ

あは夜間などの時間帯に限られていても、そのうち日中

堂々とやり始める。

このような畑への出没パターンから言えることは、メ

ロンやスイー トコーン、デントコーンのようなヒグマの

嗜好性が高い作物は、可能な限り山林の林縁部から離れ

た農地に作 ることで、被害を受ける可能性を軽減できる

ということである。

*畑 に作業に入る時の注意点

生 ゴミなどに味をしめているような特殊なクマでない

限り、むやみに人に寄 ってくることはないので、大きな

音をたてて、人が来たことを知 らせてから畑に入るよう

にすれば、 クマは離れて行 く。デントコーン畑のように

背丈の高い作物が茂 って見通 しが悪い場合には、特に注

意 しなければならない。 もし、クマを良 く追 う犬を飼っ

ていたら、農地に入る前にまず安全な場所か ら犬を放 し

てしばらく様子をみて、物音をたてながら入るようにす

ればよい。

畑の周囲の排根線や林内に休んでいることもあるので、

畑の縁の草刈などをするときは注意 しなければならない。

*電 気牧柵は精神的なバ リアー

畑への被害や侵入は、電気牧柵を張り、漏電などない

ようにきちんとメンテナンスすれば防 ぐことが可能であ

る。電気牧柵は物理的に侵入を防 ぐ柵ではない。常に強

力な電気ショックを与えることによって、 「精神的なバ

リアー」を形成する。従って、草刈を怠って漏電 してい

ることがあったり、クマが来な くなったからといって電

源を切っていたりということがあると、バ リアーが崩れ

て しまう。電気ショックがある時もあれば、無い時もあ

る、というようなことでは甘 く見られ、強行突破された

り、電線の下を掘って侵入されたりということになる。

電気牧柵で最も重要なことは、「きちんとしたメンテナ

ンス」である。それさえ怠らなければ、効果的なバ リアー

が形成され、怖がって柵に近づ くことさえなくなる。
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「電気牧柵が効かない」という例のほとんどは、 メンテ

ナンスを怠けているからにすぎない。

*農 業廃棄物を捨てるべからず

メロンやスイカなど特にヒグマを誘引する作物は、商

品にならない廃棄作物を畑に野積みしておくとヒグマが

餌付 く危険性が高い。

家畜の後産や発死獣などを付近に廃棄するのは絶対に

やめるべきである。埋めても無駄である。2～3m程 度

の深さでは、すぐに匂いで見つけだして食べてしまう。

これらはシカや海獣の死体 と同様に強力にヒグマを誘引

してしまう。放置すれば行動はエスカレー トして行き、

結果的に生 きた家畜さえ襲 うようになった例が過去にも

多 く記録されている。 もちろん人身事故にもっながりか

ねない。

6)漁 業者 への注意

*漁 業廃棄物はクマを呼ぶ

定置網漁では、 しばしばアザラシや トド、イルカ類が

羅網 して死亡する。 これらの死体を人家や番屋近 くの浜

に放置しているとヒグマが餌付 く危険性が高い。また、

漁業施設の近 くに海獣類の死体が打ち上げられた時には、

放置せずに速やかに撤去すべきである。手間はかかって

も、 ヒグマが餌付いた後の厄介さを考えれば、すぐに処

理すべきだ。

また、雑魚などを付近の浜に投棄すると、海獣の死体

と同様の危険性が生 じる。その他、生活上の生 ゴミも同

様である。

*魚 干すならクマ注意!

ヒグマが生息する山林に隣接 した漁業施設で干 し魚を

作 る際には、干す場所を高床式にしてヒグマが登れない

ようにしたり、電気牧柵で囲わなければ、 ヒグマに食わ

れてしまう可能性がある。一度味をしめると、非常にし

つこくねらってくるようになり、エスカレー トした場合

には、番屋など漁業施設内に侵入することさえある。

*空 き缶ポイ捨ての結末は、番屋の大被害

番屋などを長期的に留守にする際には、厳重に戸締ま

りを行い、食品は食用油など調味料類 も含めてすべて撤

去しなければならない。最近の番屋におけるヒグマの被

害では、まったく外部に匂いが漏れない缶ジュースまで

被害にあっている。1箱 まるまるすべての缶ジュースが

飲み干され、空 き缶が散乱 している番屋 もあった。密閉

された缶の中に甘い液体が入 っていることをなぜクマは

知ったのだろうか?缶 の表面に印刷された 「オレンジジュー

ス」という文字が理解できたというようなことは考えづ

らい。おそらく、往々にして番屋での作業中に投げ捨て

られるジュースの空き缶の中に残った甘い匂いに誘われ、

缶を嘔ってみて学習したのであろう。何気ない空き缶の

ポイ捨てが、危険なクマを創 り出す。

近年の知床半島先端部周辺の番屋における被害発生状

況をみると、食料やゴミの管理を厳格に行っている番屋

では、周囲にヒグマが数多 くいてもまったく被害が発生

していない。一方、ゴミの管理などにルーズな番屋は、

軒並み大きな被害を受けるという、明確なコントラスト

が見られた。

7)そ の他、狩猟中の事故を回避す るため に

*コ ール猟に関する注意

ディアーコールによってエゾシカをおびき寄せて撃つ

猟が盛んになりつっある。最近の道東地区のヒグマはエ

ゾシカを獲物として積極的に利用するようになっている

ため、コールでおびき寄せられるのはオスジカばかりで

なく、クマも引き寄せて しまうかもしれないということ

を念頭において猟を行わなければな らない。

8)キ ャンプの際の注意

*テ ント内の食料保管や調理は世界の非常識!

日本では常識的に行われているテント内の食料保管や

調理、食事をやめることが大前提である。北米ではクマ

の生息地でこのようなことを行うのは、自殺行為といわ

れても仕方がない。食料をクマに取られないように保管

方法を工夫するとともに、食料保管場所、調理と食事の

場所、および、就寝場所をそれぞれ100m近 く離 して、

三角形状に配置することが重要。また、クマに食料やゴ

ミを奪われないように工夫しなければならない。例えば

高 く木にっるすなどの方法が、北米では広 く行われてい

る。

*天 場選びは慎重に!

天場選びも、クマの通 り道や餌場にならない場所を選

ぶ配慮が重要。沢登りでよ くやる川岸のフキ群落の中で

の幕営は、通り道かつ餌場への幕営であり、これはやめ

た方がよい。また、 ヒグマの餌が多い高山草原やカール

は、快適なテントサイトではあるが、これらも絶好のヒ

グマの餌場である。もし私なら、そのような場所にはテ

ントを張らない。快適性より命の方が大切なので … 。
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また、古いゴミが散 らかっている場所での幕営も避けた

方が良い。以前捨て られたゴミに味をしあたヒグマが近

くにいる可能性があるか らだ。

また、登山の場合、クマの生息地では食料のデポ(事

前の荷揚げ ・残置)を 絶対やってはならない。 ヒグマを

餌付けすることになって しまう。

しか し、上記のような配慮を知っている人はまだ稀で

あるのが現状である。我が国の登山者の多 くは、人がい

れば、あるいは、テントが張 ってあれば、クマは寄って

こないと考えているが、そのような常識はもはや通用 し

ない。本州の北アルプスや大雪山、知床でも、テントが

あろうが人がいようが気にせずに行動するクマが増えて

いる。

人を気にしないことが、そのまま即危険とはいえない

が、そこでいい匂いがプンプンしていたり、あるいは、

食糧やゴミが外に放置されたりしていれば、積極的に近

づいてきて餌 として手に入れようとする場合がおこりう

る。人為的な食物の味を覚えてしまったクマは、極めて

危険な存在になる。人の近 くに行けばおいしい餌が手に

はいることを学習してしまい、人を威嚇し排除したり攻

撃して食物を無理やり手に入れようとするようになる場

合があるからである。そのような例は、北米で多数報告

されている。キャンプ地や登山道にゴミを捨てたり、あ

るいは、食糧やゴミの管理がずさんなキャンプをするこ

とは、その時自分たちはたまたま大丈夫であったとして

も、危険なクマを創り出すことによって、後からそこに

来る人々を危険に陥れる行為となることを肝に銘ずるべ

きである。最近おこった大雪山におけるヒグマのテント

襲撃事件などを考えると今後同様の事件が発生 しうる。

*食 料コンテナや食料保管庫を活用しよう1

テント泊の際には、就寝時にゴミや食糧をテント内に

置かないことが鉄則であるが、適切な保管場所がない場

合も多い。例えば、登山の際には尾根沿いの縦走路には

高木がな く、食糧を高 くっるす工夫をすることもできな

い場合がある。

そのような場合、強化プラスチック製の携帯用クマ対

策コンテナ(商 品名:BearResistantContainer)

に、食料 ・ゴミなどクマを誘引する可能性のあるものす

べてをビニール袋で密閉 して入れ、テント・調理場所そ

れそれから十分離れたところに置いておくのが最 も安全

である。

このコンテナは円筒形の容器になっており、アタック

ザックの中に入れたり、あるいは、専用の袋に入れてザッ

クの外に取 り付けて運搬する。太い円筒形の形は、クマ

に押しっぶされたり、あるいは、かみ砕かれないために

工夫された形態である。また、蓋は突起が最小限に押さ

えられており、 クマの爪がかからないようになっている。

このコンテナの強度は、 クマの力に耐えられることが

実証済みであり、アラスカの国立公園ではバックパッカー

には携帯が義務づけられているところさえあり、 日本の

ッキノワグマやヒグマにも十二分に通用する。 クマスプ

レーの輸入元のアウトバックで購入可能。

問い合わせ先:P.12参 照

知床連山縦走路のキャンプ地では、日本で唯一・、金属

製のクマ対策食料保管庫が環境省によって整備されていっ

ている。泊まるときには、食料 ・ゴミなどクマを誘引す

る可能性のあるものすべてをビニール袋で密閉してこの

保管庫に入れて就寝すると良い。立ち去るときには、必

ず入れたものを持ち帰ること。入れたものを放置したり、

ゴミ箱がわりに使ってはならない。

知床連山縦走路のクマ対策保管庫の設置場所:

三つ峰 野営指定地(98年 設置)

二っ池 野営指定地(99年 設置)

硫黄山第一火口野営指定地(2000年 設置)

羅臼平 野営指定地(2002年 設置予定)

それでも、 ヒグマ1こ出会 ってしま ったら ノ～

ヒグマとの遭遇のさまざまな状況における対応の方法に

ついて以下に記す。 しか し、 これはあくまでクマに出会っ

てしまってからの対応手法である。一旦遭遇してしまえば、

その時々の状況や突発的な不可抗力によって、予想外のこ

とがおこりうる。以下は想定されるさまざまな状況下にお

いて、事故を回避できる可能性のより高い手法を述べたも

のである。 このマニュアルどおりに行動すれば完全に安全

が保証 されるという性質のものではない。

最優先すべきは、 クマに遭遇することを避けること、ク

73

3・㎝1

43㎝/

73cm

錦

この長さは43～68cmま で5cm

間隔 で調節可能

クマ対策食料保管庫

*ス テンレス製

*分 解組立式(ボ ル ト留め)

*重 量67kg

*ア ンカーで脚を直接岩盤に固定

*あ るいは、セメント製の土台に

脚を埋め込んで固定
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マを誘引 してしまわないことだということをここで改めて

強調 したい。知床国立公園は世界的にも最 も高密度にクマ

が生息する地域の一つであるが、そのような環境にあって

さえ、クマを回避するさまざまな対応をとれば、 ほとんど

完全に出会わずに行動することが実際に可能である。出会

わないための注意を怠らないことが何よりも重要である。

それを忘れてはならない。遭遇してもこのマニュアルに示

された行動をすれば大丈夫と考えて、不注意な行動をとる

ことがあってはならない。

本マニュアルの前半の 「ヒグマと出会わないための注意、

引き寄せないための注意」を理解 し正 しく行動 していれ

ば、以下に記されているような状況は、めったに生 じない

はずである。

以下は山中のこれまで25年 間にわたる経験、および、カ

ナダ アルバータ大学スティーブン・ヘ レロ教授が30年 間

にわたって北米でのクマによる事故例を分析 した結果をま

とめた良書 「ベア ・アタックス」、また、 同教授 ら数人の

北米におけるクマのスペシャリス トたちがまとあたクマ安

全対策ビデオ 「StayinginBearCountry」 の内容を参

考に したものである。

τ状況その77距 離が離れていた場合。

1)100～ 数百m離 れて相手が気付いていない。

*気 付かれないように、静かにその場を立ち去る。

2)100～ 数百m離 れているが、気付いてお り、 こっちに

注目している。あるいは気付いていても無視 している場

合。

*静 かにその場を立ち去る。走るな!常 にクマの動き

を監視 しながら。新たな動きがあればす ぐに次の対応

に移れるように!

(注:「 ベア ・アタックス」に記述されている 「稀な

例」のような、数百メー トルも距離が離れてい

るにもかかわらず突進 してきた例は、経験 した

こともないし聞いたこともない。日米のヒグマ

の攻撃性の違いか??)

3)100～ 数百m離 れているが気付いてお り、こちらにゆっ

くりと近づいてくる場合

*あ なたを人と認識せずに接近 してきている可能性があ

ゆっくり歩いたときの

ヒグマの足跡

前足と後足の足跡が重

なるか、前足の足跡が

後足のすぐ前につ く。

る。石や倒木の上など目立っところに上がって、大き

く腕をふりなが ら、穏やかに声をかけ、人がいること

を教えてやる。ほとんどの場合、気付 くとあわてて逃

げて行 く、あるいはゆっくりとコースを変えて立ち去っ

ていく。

*知 床における多数の例の中では、このような時に更に

近づいてきたことは皆無。従って、以下に述べること

は希な例。

*上 記の行動をとっても接近をやめない時。興味本位

(特 に若い個体)や 、極めて稀なが ら、 もしかしたら

捕食行動で接近 してきている可能性も考えるべき。車

内や屋内に待避。あるいは、高 く登れる木やクマが登

りづ らそうで自分が登はん可能な崖などないか、周囲

を探 しなが らゆっくり待避。

(注:し か し、北海道の ヒグマは少な くとも大型の♂

以外は木登りが得意である。どうしようもない

時には相手より高い位置に立っことの利点はあ

るが ・…)

*こ こでも走ってはならない。単なる興味本位で近づい

てきている場合、興奮させて激 しい追跡行動などを誘

発 しては困る

(注:犬 と同 じく、走り逃げるものを本能的に追う場

合があるので …)

*こ のような状況の時、持ち物を投げ捨ててクマがそれ

に興味を持っていじっている間に距離を稼 ぐ、あるい

は逃げるということを推奨 している例 もある。確かに

利点はあるが、これには以下の問題もあることを認識

しておくべき。

その1:特 に食料が入ったザックなどを捨てた場合、

これを手に入れて食物の味をしめたクマは、

人間を脅 しっけると餌が入手できるといこと

を学習し、危険な行動をエスカレー トさせる

可能性がある。その時、自分は助かっても、

後からその場所に来る人を危険に陥れる可能

性がある。

その2:後 で防御姿勢(後 述)を とる必要性が発生 し

た場合に、自分の身を守る貴重なプロテクター

となるザックを失 ってしまうこと。

従 って、少なくとも食物が入 ったものは決 して投げ

「ベ ア ・ア タ ッ ク ス」 は2000年9月 に 日本語

版 が 出 版 され た 。

S.ヘ レロ著 上下2巻 、 各2,400円

出 版社:北 海 道 大 学 図書 刊 行 会

TEL=011-747-2308

お 近 くの 書 店 で も注 文 で き る。
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捨ててはならないし、ザックは背負ったままの方がよ

い。その他の物であれば、投げて時間をかせぐ試みと

してやってみる価値はある。

*そ して、さらに距離が50m前 後以下になり、明らかに

人を意識 しながら接近を続ける場合。待避できる場所

がな く、逃げ切れそうになければ、強気に対応すべき。

岩の上や倒木の上などに立ち、自分をできるだけ大 き

く見せて、強い調子の声や大きな物音をたてることが

できる物で威嚇する。複数の人がいれば、必ずまとまっ

て行動する。決 してバラバラになってはならない。棒

でも何でも戦う武器を用意できれば手に取る。クマス

プレーがあれば発射可能な体制に準備。数メー トル以

下になれば、持ち合わせのもので抵抗することを決断

すべき。4m以 内になって更に近づいて来るようであ

れば、クマスプレーを持っていたら、全量を一気に鼻

と目に当たるように噴射。

(注:こ のような事態になる前に、風向を考慮 して相

手か ら風下にならないように、ゆっくりと位置

関係を変えておかないと、スプレーが効きずら

く、ましてや自分にかかる可能性がある)。

*繰 り返すが、上記のような例はきわめて希である。 し

か し、このようなこともあり得るということを認識 し

ておかなければならない。

f状況 その2」 突発的な遭遇。距離が20

m以 上50m以7㌔

ヒグマとの遭遇で最も多いのが、不注意による 「突発的

な遭遇」である。このような事態になること自体失敗であ

り、本マニュアルの前半部分を十分に理解して実行してい

れば、ほとんど回避できることを再度強調してお く。

姿は見えなくとも、遭遇の しば らく前から自分の周囲に

っきまとっている気配が していたり、つけられている気配

があったら、[状 況その1]の3)(p.11)の 対応を想定 し

ておくべき。

1)の っそりと立ち上がる。あるいはひょっこり出てきた

場合。

*後 ろ足で立ち上がって(あ るいは四つ足のまま)鼻 を

ク マ スプ レー

(COUNTERASSAULT)

北米でクマを追い払うために開発さ

れた。 トウガラシの辛み成分である

「カプサイシン」を濃縮 した液体が噴

出され、クマを追い払 うことができる。

射程は4～5mな ので、離れたところ

にいるクマに用いても意味はない。本

当に襲われそうな時だけ、最終手段と

して用いる。至近距離で発射 し、クマ

の目や鼻に確実に吹きかけなければな

らない。

北米でのヘレロ教授の調査結果によ

ると、 クマスプレーはクマの攻撃的な

行動を90%以 上 の確率で停止させるこ

とができるとされている。我々も知床

において既に何度 も使用 しており、効

果的にヒグマを追い払 うことができて

いる。 このスプレーはヒグマから直接

攻撃を受けた際に高い確率でヒグマを

追い払い、事故を避けることができる

携帯用の道具としては、現在考えられ

る限り最 も優れたものである。

しか し、あ くまで100%で はない。
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クマ ス プ レ ーを 使 わ ざ るを得 な い よ うな状 況 を招 か な い よ うに 注意 す る こ とが最 も重 要 で あ る。 ク マ ス プ レー を持 っ

て い るた あ に 安 心 して 注 意 を 怠 た るな らば 、 か え って危 険 で あ る。

テ ン トの 周 辺 や ゴ ミ捨 て場 な どで 、 クマ を 寄 せ な い た め に あ らか じめ付 近 に 吹 きか け て お くの は逆 効 果 な の で要 注

意 。 刺 激 臭 に興 味 を 持 って 、 か え って近 づ い て く る。

近 くの 登 山 用 品 店 や ア ウ ト ドア シ ョッ プに 在 庫 が な い 場 合 は、輸 入 元 の ア ウ トバ ッ クに 問 い合 わ せ る と良 い。

問 い合 わ せ 先:(有)ア ウ トバ ッ クTEL:019-696-4647,FAX:019-696-4678

E-Mail:outback@cup.comURL:http://outback.cup.com/
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ヒクヒクさせ、周囲を見回 していたら、何者かが近 く

にいるのは分かるが、それが何かが判断できておらず、

嗅覚や視覚で確認 しようとしている。

*ゆ っくり両腕をあげて振り、穏やかに話 しかける。す

ぐそばに障害物(立 木など)が あれば、クマとの間に

それを置 く位置関係に静かに移動(注:万 一の突進に

備えて)。 クマスプレーを持っていたら発射準備 しな

がら移動する。

*私 の経験では、上記の対応でほとんどすべての場合、

クマは気付 くと走 って逃げるか、あるいは、ゆっくり

立ち去 った。

2)上 記の対応を行 って、気付いてもこちらを無視 してい

る場合。

*ゆ っくり両腕をあげて振り、穏やかに話 しかけながら
、

かっ、クマか ら目を離さず(た だし睨みっけないこと)、

クマ側の行動を監視 しつつ、ゆっくりと後退。その場

か ら立ち去る。

3)上 記の対応を行ってもクマが立ち去らず、興奮気味に

なってきたら・…

*さ らに、ゆっくり両腕を上げて振 り、穏やかに話 しか

ける。すぐそばに障害物(立 木など)が あれば、クマ

との間にそれを置 く位置関係に静かに移動(注:万 一一

の突進に備えて)。石の上や倒木の上などに立ち、 自

分をできるだけ大きく見せる。

*立 ち去って くれない理由がないか?、 付近を冷静に観

察。子グマがいないか(上 方にも注意、木に子グマが

登っていないか)?、 シカの死体などを防衛 しようと

していないか?

*こ の場合、多くは低 く捻ったり、カプカプと顎を打ち

鳴らしたり、興奮 して激 しく地面を叩いたりすること

もある。 このような行動は、人との出会いにクマが強

いス トレスを感 じていることを意味する。葛藤の中で、

逃げ出すべきか、あるいは、身を守るたあに攻撃に打っ

て出るかと迷っている。ここで大声を出 したりして強

く威嚇 し、興奮させてはならない。興味本位や捕食行

動で近づいて くる希な例に対する対応 とは逆であるの

で十分に注意のこと。

*ゆ っくり両腕をあげて振 り、穏やかに話しかけながら、

かっ、 クマ側の行動を監視 しっっ、ゆっくりと後退。

その場から立ち去ること。子がいたり、シカなどの死

体が見えたり、あるいは見えなくとも腐敗臭が して死

体がありそうな場合は、すみやかに、 しか し、ゆっく

りと(難 しい注文だが …)、 つまりは急な動きで

相手を更に興奮させないように後退すること。いっま

でもそこに動かずにいると、敵対行動と受け取 られる

可能性大。

4)ま ずい1突 進がはじまった!

あ るいは、のっそりと立ち上がる、あるいはひょっこ

り出てきたとたんに、突進行動になった場合。

*ま だ落ちっいて!!

*多 くの場合、威嚇突進行動(ブ ラフチャージ)で ある
。

だ一っと突進 して立ち止 まり、激しく地面を叩いたり、

そしてすぐに後退することが多い。また、 これを数回

繰 り返すこともある。穏やかに声をかけつつ、相手の

動 きを見ながらゆっくり後退する。

*さ らに、ゆっくり両腕を上げて振 り、声をかけっづけ

る。相手が何者か分か らないまま、とりあえず威嚇行

動にはしっている可能性がある。 す ぐそばに障害物

(立木など)が れば、クマとの間にそれを置 く位置関

係に静かに移動。石の上や倒木の上などに立ち、自分

をできるだけ大きく見せる。 クマスプレーがあれば発

射準備。

*走 るな!騒 ぐな!残 念ながら、 ブラフチャージの突

進 と、本物の攻撃へ至る突進は、突進開始時点では識

別不能。 しかし、多 くはブラフチャージなので、 ここ

で大騒ぎして走 り出したりすれば、威嚇が本物の攻撃

行動に転化する可能性がある。

5)更 に残念ながら、本物の攻撃であった場合

*突 進が止まらず、もはや3～4m(ク マ スプレー射程

距離内)に 迫ったら、クマスプレーがあれば、全量を

鼻と目にあたるように一一気に噴射。

*ス プレーがない場合、あるいはスプレーが効かず攻撃

を受けてしまったら、その場に倒れ込んで防御姿勢を

とる。両足を抱え込むように体を丸あ、首を胸の方に

曲げて腹部を守る。両手は首の後ろに強 く組んで急所

の首を守る。 リュックサックを背負っていたら、背中

を守るプロテクターとなる。攻撃が収まるまで動かな

い(注:こ れはかなり難 しいことではあるが ・…)。

*突 発遭遇時の攻撃は、クマは自分や仔グマを守ろうと

する 「防衛的な攻撃」である。このような場合、短時

間で立ち去るはず。ここで積極的に抵抗す ると、 クマ

は興奮して更に激 しい攻撃を続け、重大な傷を負う可

能性のほうが高いことがわかっている(ベ ア ・アタッ

クス:ヘ レロ教授の分析結果)。

間違うな!「 防御姿勢」 と死んだふ りとは違 う1!

直接攻撃を受けていない時・防御姿勢を取 ってはならない。かえって興味を持 って近寄ってくる場合がある
。

1995年8月 ・アラスカのデナリ国立公園を歩いていたあるバ ックパッカーが、数十メー トル先にヒグマ(グ リズリー)

を発見した。危ないと思 った彼は、地面に身を投げて死んだふ りをした。クマの方はかえってびっくりして
、何事か

と興味を持 って近寄 ってきて・彼を引きずり回 し、背中のザックを奪い取っていった。幸い軽傷ですんだが
、至近距

離まで突進を受けたり・直接攻撃を受けてもいないのに、このようなことをすると逆に危険である。
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τ状況その3」 突発的な遭遇。距離が20

m以 下b

1)ク マもびっくりして立ち上がるか、四つ足のまま驚愕

の表情

*ゆ っくり両腕をあげて振り、穏やかに話しかける。す

ぐそばに障害物(立 木など)が あれば、可能ならクマ

との間にそれを置 く位置関係に静かに移動(注:万 一

の突進に備えて)。 クマスプレーがあれば準備 しなが

ら… と言いたいが、多 くの場合、そんな余裕はな

い。ほとんどの場合、唖然 として立ちす くむと、とた

んに、 クマも全速力で逃げていくのが普通。

*と にかく、突発的に走 って逃げるとか、大声でわめく

ような行動は、ただでさえびっくりしているクマを更

に怯えさせ、ストレスのあまり防衛的な攻撃に移 らせ

る可能性がある。唖然として立ちす くんでいるのが、

一番良いかも知れない。

*我 々は、このような至近距離の遭遇を避けるべ く、音

を出してクマに知 らせながら歩 くことなど、さまざま

な注意を常に怠 らないようにしているので、 このよう

なことはめったにない。 このことが大事!。 至近距離

で会 ったらどうするかを考える前に、そうならないよ

うに注意することが最重要。互いに精神的余裕のない

状況で出会うと、予測不能の事態になりがちである。

知床国立公園ほどのヒグマの超高密度地域であってさ

え、出会わないための注意事項を慎重に守れば、ほと

んど出会わずにすむことを改めて明記 してお く。

2)出 会ったとたんに、喩 り声をあげた り地面を叩くなど

の威嚇行動あるいは突進行動に移った場合

*[状 況その2]の4)(p.13)以 下 の対応へ

f状況 その47テ ン トサイ ト(主 に夜)

に クマが接近。

下記のような状況は、 これまで我々にも経験がな く、

「ベア・アタックス」や 「StayinginBearCountry」

ビデオを参考にするしかない。著者のヘレロ教授も言 うと

おり、このような状況で接近するクマは、かつて人為的食

物を得た経験があってテントを襲うと食物が入手できるこ

とを学習 していたり、あるいは、もしかすると人を餌と認

識 している可能性さえ考慮 しなければならない。

1)テ ン トサイ トに接近 してきたり、あるいは、天場周辺

に入って来たのに気付いたら

*近 くに車や家屋などがあれば、すみやかに待避。

*鍋 釜などを打ち鳴らし、大声で威嚇して追い払 う。強

気の対応を!

*ク マスプレーがあればすぐに発射準備。

*何 でも良いから武器になりそうなものを探 して用意す

る。

*逃 げ場がなければ、積極的に抵抗。

*複 数の人がいれば、必ずまとまって行動、あるいは、

抵抗。バ ラバ ラに逃げるべからず。

69

2)気 付いたときには、既にテントにのしかかったり、噛

み破ろうとしていたとき

*鍋 釜などを打ち鳴らし、大声で威嚇して追い払う。強

気の対応を!

*ク マスプレーがあればす ぐに発射準備。

*武 器になりそうなものを探 して用意 し、積極的に抵抗。

*複 数の人がいれば、必ずまとまって行動、あるいは、

抵抗。

このようなとき、クマスプレーの有無は生死を分ける

かも知れない。テント泊の際には必ず持参 し、寝るとき

にはすぐに手に取れる枕元に置きたいものである。

f補 足 」

狩猟中にヒグマに遭遇 したら'

クマ猟のつもりでなか ったあなたはどう

するべきか2

狩猟経験が長いハンターでも、クマに対する対応を正 し

くできる人は少数派である。 もし、自信をもって撃ち倒す

ことができるという状況でなければ、軽々しく発砲すべき

ではない。これが大前提である。その方が、下手に発砲す

るよりは自分自身にとってはるかに安全であるし、狩猟者

の責務として手負いグマを作って しまうことは万が一にも

避けなければならないか らである。

狩猟で山歩きをしているときにヒグマが近 くにたまたま

現れたり、シカの巻き狩 りでたまたま追われて しまったク

マが、 待ち役や勢子役のハ ンターの近 くに走り込んで し

まったりすることがあり得る。そのような場合は、特にク

マを撃つつもりでなければ、そのまま何 もせずにやり過ご

すのが最 も安全 と言える。発砲 して怒 らせたり、あるいは

負傷させるとかえって危険な状況になりうる。

そのような場合、すぐ近くで立ち上 って周囲を見回した

り、匂いをかぎ取ろうとすることがしばしばある。立ち上

がる行動は攻撃行動ではない。多くのハンターはこれを勘

違いしている。これは相手を確認 しようとする行動である。

本気で攻撃 して くる際には、四っ足のまま突進 して くる。

(14)

走った時のヒグマの足跡

前足の足跡のはるか前方に

後足の足跡がっく。



立ち上がったクマに恐れをなして発砲 してはならない。静

かに声をかけたり、手を振るなどの行動で人間がいること

を教えてやり、ゆっくりと後退すればよい。また、近距離

での遭遇にクマが驚いて、 ブラフチャージ(見 せかけの威

嚇突進)を してくる場合がある。 ここでもむやみに発砲す

るのは逆効果である。真の攻撃であった場合に備えて、しっ

かり銃の狙いを付けながら、見極めることが必要である。

多くの場合、突進を途中でやめて引き返 したり、走 り

去っていく。

ただ し、繰り返 しブラフチャージを行う場合は、仔グマ

を守ろうとしていたり、あるいは、シカの死体などの餌を

守ろうとして、威嚇 している場合があり得る。そのような

場合は、留まっていると敵対行動としてとらえられる可能

性があるので、クマの動きに注意しながら、ゆっくりと後

退 して早々にその場を離れた方が良い。走ってはならない。

追跡行動を誘発する。

知床のヒグマの生態と対策の実情に関する参考図書

しれとこライブラリー3「 知床の哺乳類II」

知床の原生自然に生きるヒグマの生き様と人間との関わり、年間400～600件 に もおよぶヒ

グマに出没に対応 して危機管理を行う知床自然センターのスタッフの活動を紹介。北海道全

体の人とヒグマの共存対策についても記述。

2001年4月 北海道新聞社 発行 知床博物館 編1,890円
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